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新潟リハビリテーション大学が開学してからあっと
いう間に丸 2年が経過しました．この新しい小さな大
学も各教職員の不断の努力によって徐々に整備され，
大学としての体裁が整ってきました．小さい小回りの
利く本学の特性を生かして，マスプロ大学のような一
律の対応ではなく，少人数の学生に対して各学生の個
性・能力を見極め，きめ細やかな学びの支援を行い，
一人一人手塩にかけて育てて行くという本学の真摯な
教育姿勢が徐々に周知されつつあります．
本学はリハビリテーション大学の名の示す通り，リ
ハビリテーションを専門とする大学です．リハビリ
テーション医学は治療医学の臨床各科とは別次元のも
のです．臨床各科が疾病を対象とし，その治療・治癒
を目的としているのに対し，リハビリテーション医学
はもちろん疾病そのものも含まれますが，それから派
生した障害に目を向け，各個人のQOL（Quality of 
Life）を向上させることを目的としています．リハビ
リテーション医学においては複雑な社会的要素も大き
く関与してくるため，従来の臨床医学の範囲を超えた
いくつもの異なる領域を含めた，新しい学際的な視野
に立つことが不可欠で重要です．このように，私達の
専門領域であるリハビリテーション医学はその成り立
ちからして，その対象領域および介入構造が複合的で
あることは自明であり，かつ特徴的と言えます．
現代社会はますます複雑化，グローバル化してお
り，従来とは比較にならない速度で国際化，都市化，
高齢化，そして高学歴化が進んでいます．その中で，
学術研究は学際化・総合化によるボーダレス化が進ん
でいます．このことから，グローバル化する現代社会
の中でのリハビリテーション医学研究には，学際的な
集団を確立し，Multidisciplinary collaborative study
を実践することが重要となってきます．この点を踏ま
えた上で本学は，学内のみでなく他大学・諸研究機関
とも緊密に連携し，リハビリテーション医学に関連し
た学際的研究を推進しています．そして大学内外の各
研究施設・体制が整い，教員の陣容も完成年度に向け
て充実し，学問的にも各種の基礎的研究，調査研究，
学会発表，著作刊行，さらには地域への公開講座開講
等も含めて徐々に業績が蓄積されつつあります．そし
て本学の存在意義とその活動が県内のみならず日本の
リハビリテーション関連機関にも認知されつつありま
す．
しかし，これらの活動記録に関しては，これまで年
報が発行されてきただけで，学術的な業績の内容まで
は記録されませんでした．今回この点を補填し大学機
能の更なる充実を図る目的で，本学の紀要を創刊しよ
うという機運が学内で盛り上がってきました．そして
学術委員会の主導により紀要創刊準備委員会が構成さ
れ，教授会の承認を得て紀要が創刊されることになり
ましたが，本学の紀要をどのような性格のものとする
かに関しては，いろいろな議論がありました．
一般に紀要の性格，特にその学術的水準に関して
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高橋邦丕
は，査読がその大きな部分を占めます．査読が簡素な
場合や，査読を全く行わない場合もあり，掲載される
論文の学術的価値水準はまちまちです．
そのため，紀要での研究発表は研究上の業績として
は認めないという極端な場合もありますが，最近は多
くの大学でしっかりした査読を行い，紀要の学術的水
準を向上させてゆく傾向にあります．一方，学際的な
分野で適切な発表領域の選定が困難で，論文が評価さ
れにくい場合や，若い研究者の自由な研究発表の場を
提供する目的で査読を緩くすることも，もうひとつの
紀要存在意義と思われます．
そうしたことから本紀要は原則として査読を行い，
論文のレベルを向上させて充実させてゆくことが基本
的な方針となりました．原著は査読を比較的厳しく行
い学術的価値の高い論文を目指す一方，“特集”，“入
門編”，“基礎的知識”，“話題の紹介”等，多彩な構成
も取り入れ読みやすいものとしてゆく編集方針とのこ
とですが，それに対しても私は大いに賛成で，その発
展が楽しみです．
研究に携わるものにとって，医学の進歩は瞠目すべ
きもので，瞬時と雖も不勉強はその進歩から置き去り
にされることを意味しています．不断の努力によって
大量で多彩な研究成果を共有し，その上で自分の研究
成果を世に問うべきであり，最高学府の大学内研究者
においては，全構成員にこの姿勢が求められます．そ
して地に足をしっかりとつけた研究活動を続けてゆく
ことが大切です．このような基本的な考え方から，本
学・新潟リハビリテーション大学では前述しましたよ
うに紀要を創刊し，その研究成果を世間に問うことと
致しました．真にささやかな紀要ですが，これはリハ
ビリテーション領域に携わる全ての研究者・教育者に
開かれたものであり，この領域におけるコミュニケー
ションの媒介手段として有用な情報や示唆を与え，意
見交換を触発し，研究や教育さらに実践に寄与するこ
とを願い，今後この紀要がより充実したものに発展す
ることを心から願っています．
